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2022年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名    特定非営利活動法人 SOU                        

代表者・役職名 氏名 友田 由香               

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
障がい者共に廃棄される資材を利用したものづくり 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
昨年、企業様から旧制服をリメイクした商品を障がい者の方と共に製作が出来ないか？というのがきっかけです。

その後リメイク商品を販売、プレスリリースを見た企業様から廃棄される資材を有効活用して欲しい、との連絡が

数社からあったことに驚きました。企業様も今までの意識を変えねばとお話されていたのが印象的でした。障がい

者福祉施設として廃材はコストもほぼかからずに商品を製作、販売、利益が大きく、工賃向上に結びつくメリットが

あります。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 

当法人が窓口となり、企業様からの廃材（生地や制服などの衣類）を頂き、廃材を障がい者福祉施設にお渡しします。当法人

スタッフや外部スタッフと共に雑貨などの商品企画やデザインからパターン、サンプル製作を行い（障がい者福祉施設の職員、

障がい者の方も加わる場合もあります）廃材はそのままで使用できないものは障がい者の方に使用できる状態までの作業を

して頂きます。デザインに沿って裁断、縫製などを障がい者の方にお任せします。 

当法人が受取、イベント販売等をメインに販売していきます。ワークショップも流れは同様です。 

廃材を提供して下さる企業様はまだ少ない状況ですが、当法人を含め、受ける側の体制もまだ手探りの状態です。 

このプロジェクトは今の時代に合った活動だと自負しております。まずは多摩地域の方々に認知して頂き、賛同者を広く募るた

めに地域でのイベント販売やワークショップ等を開催していきます。 

JR中央線の国立駅を拠点に 2019年から当法人とイベント販売やワークショップやデモンストレーションを国立駅の駅員、JR

中央線コミュニティデザインの方々と企画して参りました。イベントは障がい者福祉施設の方々と 6～10団体前後で計 4回実

施しました。来年度も実施していくことについては同意をしております。国分寺駅、八王子駅のテナント内でのイベントも実施に

向け、企画中です。それとは別に国立駅、東小金井駅、稲城長沼駅等の高架下の施設などを利用して、販売やワークショップ

を定期的に開催していく予定です。 

当法人代表の友田が、福祉作業所での職業指導員勤務経験と自身の知的障害を持つ息子との関わりから、障

がい者の方への支援を日常的に行ってきました。息子の福祉作業所の入所する為に施設見学したことが設立の

一番のきっかけです。才能ある障がい者の力を生かせるような、支援者の理解と意思の疎通、笑顔の絶えない、

楽しく過ごせる活動場所を作っていけたらという思いから、2016年 4月に NPO法人を設立しました。 



     

 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
廃材を利用した商品のイベント販売会は 4月～3月まで 23回計 45日、購入お客様数の平均 1日３1人、ワーク

ショップは 12回計 2４日、参加者の平均 1日８名でした。場所等で波はありますが、リピーターのお客様が増え、

ほぼ毎回顔を出して下さる方も。収益もあがり、私たちの活動が認知されてきたと感じました。それと同時に個人

の方からの廃材の寄付が増えました。JR中央線の主要駅（多摩地域）でのテナントの方からイベント実施のお誘

いを受けるようにもなり、障がいの有無に関わらず、私たちが製作する商品に差別はないと改めて実感しました。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
5で記載したように、個人の方からの廃材の提供は増えましたが、企業様からは当法人に限っては 2件しか増え

ておらず、企業様とのつながりは今の活動だけでは難しいと感じました。立川市役所、社会福祉協議会、商工会

議所等の公的機関のお力も借りながら、広く私たちの理念や活動を告知していこうと思います。障がい者の方の

工賃も微増とのことですが、良い方向に少しずつ変化は見られますので、今後も活動は続けていきます。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください。

 



11:00-17:00>>Fri Sun4.244.22

販売ブース
ワークショップ

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

① ② ③ ④ ⑤

2023.3.18( 土 )、19 日（日）
グランデュオ立川１F、販売イベント開催

2023.2.11( 土 )、12（日）
武蔵小金井（ムサコガーデン）販売イベント、
ワークショップ開催

販売イベント、ワークショップ開催


